
(問題４６)  

放物線𝐶: 𝑦 =𝑥2上の点Ａ(𝑎, 𝑎2 ),B(𝑏, 𝑏2)をとる。ただし、𝑏 < 0 < 𝑎とする。  

(1) 放物線𝐶の点Ａにおける接線と点Ｂにおける接線の交点の座標を求めよ。  

(2) 放物線𝐶と直線ＡＢで囲まれる部分の面積𝑆 を求めよ。  

(3) 三角形ＯＡＢの面積を𝑅とするとき、
𝑅

𝑆
がとりうる値の最大値を求めよ。 ただし、

Ｏは原点である。  

(解答)  

(1)  

𝑦’＝2𝑥 

点Ａにおける接線の方程式は 

𝑦 −𝑎2= 2𝑎(𝑥 − 𝑎) 

𝑦 = 2𝑎𝑥−𝑎2 

点 B における接線の方程式は 

𝑦 = 2𝑏𝑥−𝑏2 

2𝑎𝑥−𝑎2= 2𝑏𝑥−𝑏2 

𝑥 =
𝑎+𝑏

2
 

交点の𝑦座標は 2𝑎(
𝑎+𝑏

2
) − 𝑎2= 𝑎𝑏 交点の座標は(

𝑎+𝑏

2
 , 𝑎𝑏) 

(2) 直線ＡＢの方程式は 𝑦 −𝑎2=
𝑎2−𝑏2

𝑎−𝑏
(𝑥 − 𝑎)  

𝑦 = (𝑎 + 𝑏)𝑥 − 𝑎𝑏 

𝑆 =− ∫ 𝑥2 − (𝑎 + 𝑏)𝑥 + 𝑎𝑏𝑑𝑥
𝑎

𝑏
 

= − ∫ (𝑥 − 𝑎)(𝑥 − 𝑏)𝑑𝑥
𝑎

𝑏

 

=
1

6
(𝑎 − 𝑏)3 

(3) 

𝑅 =
1

2
(−𝑎𝑏)(𝑎 − 𝑏) 

𝑅

𝑆
= −

3𝑎𝑏(𝑎 − 𝑏)

(𝑎 − 𝑏)3
 

=
−3𝑎𝑏

(𝑎 − 𝑏)2
 

−𝑏 = 𝑐とおくと 



=
3𝑎𝑐

(𝑎 + 𝑐)2
=

3
𝑎
𝑐

+
𝑐
𝑎

+ 2
≤

3

2√
𝑎
𝑐

∙
𝑐
𝑎

+ 2

=
3

4
 

(答え)最大値：
3

4
 

 

 

 


